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論   文   の   要   旨 


















1. 短期間の乾式嫌気性発酵を行い、バイオガスの先駆物質である揮発性脂肪酸 VFAs の生産性、発酵
物からアンモニアをストリッピング法で回収率、リンの生物利用性について検討した。乾式発酵物
に対しストリッピング法を、固液分離した液に対し湿式ストリッピング法を実施した結果、初期
pH11.3、発酵温度 55℃、TS20%、8 日間の発酵物に対し 3 時間のストリッピングでは、高いアンモ
ニア回収率が得られ、それぞれ 96.2と 99.7％に達し、VFAs濃度は変化が殆どなかった。また、初
期 pH8.6、発酵温度 55℃、TS 20％、8日間の乾式発酵では、高い VFAs収率(94.4 mg-COD/g-VS)、





ングした後の残渣のＣ／Ｎ比は 18から 25.7に改善され、生物利用性リン（8.1 mg/g-TS）を高濃
度含有し、バイオガスの生産に適した乾式発酵材料と考えられた。 
2. 著者は水熱法を用いて豚糞の前処理を実施した。まずは、pH 調整せず、110℃と 130℃水熱前処理
した SMの乾式メタン発酵を行った結果、未処理のものと比べ、VSの分解率とメタンガス生成量は






















平成 28年 7月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
